
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 2,500,000 750,000 3,250,000 
2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度    
年度    

  年度    
総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：プロセス工学・化工物性・移動操作・単位操作 
キーワード：核形成メカニズム 、粒径分布、結晶、晶析、マイクロ波、溶液の熱履歴、核発生、 
      微結晶 
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